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　昆虫の体節形成機構の進化を理解するには、ショウジョウバエのよう
な特殊な昆虫ではなく、一般的かつ祖先的な特徴を持つ昆虫をモデルに
する必要がある。そこで我々はコオロギをモデルとして、体節形成遺伝
子のRNAiによる機能解析を行っている。その結果、ハエのような多核の
状態ではなく細胞化された環境で、ハエと同様な遺伝子カスケードが働
くシステムが昆虫に一般的な体節形成機構であること、またカスケード
の上流ではハエと異なるシステムが使われていることが明らかとなっ
た。
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